
地域に根ざし、

地域に学び、

地域に貢献する

2020年度より、対面授業とオンライン授業を状況に
応じて切り替えて実施し、課外活動や近江楽座も、
活動指針に基づき感染防止対策を徹底した上で活
動しています。また、安心安全なキャンパスライフ確保
のため、学内施設ではさまざまな感染防止対策を実
施しています。今後も新型コロナウイルス感染症の
感染状況等を踏まえ、学生の皆さんの学びと安全を
しっかりと確保し、充実したキャンパスライフを過ごし
て頂けるよう対策を講じていきます。

座席を減らして遮蔽板を設けた食堂
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体験してみてわかる、自然や地域の魅力。

人とふれあって知る、多様な価値観。

自然や文化、暮らしのなかで

五感で感じ、得た気づきは

確かにあなたの学びとなり、

たくましく生きる力になるでしょう。

あなたがめざす学びとの出会いに

一歩踏み出してみませんか。

滋賀県立大学では、SDGsに関わる取組を
推進しています。

滋賀県立大学は「キャンパスは琵琶湖。
テキストは人間。」をモットーに

誰一人取り残さない持続可能な社会を目指し

グローカルな思考と実践をもって

世界と地域の発展に貢献します
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充分な感染対策を行い、大学案内の撮影をしています。
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これから進む先には、
いったいどんな出会いがあるのだろうか。

想像を超えて成長できるこの場所で、

誰も見たことのない世界に、

まだ見ぬ自分に会いにいこう。

「どこにでも行ける」

そんなあいまいな感覚が、

確かな自信へと変わる。

限りなく広がるキャンパスで

思い思いのところへ行き、

仲間たちと夢中になって

同じ時間を駆け抜ける。

自分の意思でつかんだ経験は

新しい一歩を踏み出すときに

大きな力になる。

CHECK MORE!

滋賀県立大学のキャンパスを
360°動画で体感！
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琵琶湖の水鳥が
生態系で果たす役割

テ キ ストは 人 間 。キャンパスは琵琶湖。

地域・都市
をデザインする
防災、資源、エネルギー、景観など幅広い視野で地
域を創生。地域に根ざした視点を大切に育みます。

琵琶湖から日本、日本から世界へ。それ
ぞれの視点で世界に目を向け、地域や
社会を考える。そんな仲間たちと手を取
り合い、切磋琢磨して成長します。

「チーム医療」
の一役を果たす

管理栄養士

人と社会の関係から考える 鋭い観察眼が

材料化学の

起点

まちのコミュニティに

子どもの居場所を

科学に基づいた

食環境の提言

滋賀県ブランドの

地球に優しい

電気エネルギー
発生のしくみ

 近江から   
アジアへ、
世界へ。

地域的視点と
地球的視点

100億人の
食糧問題から

地球環境
に向き合う

人間愛を工学に生かし、
社会へと実装する

人間とモノの
関係から学ぶ

デザイン理論

人が人を支えることの温かみ

三方よしの

古民家改修

 資源循環型社会の
形成

自然環境と調和する
新規材料開発とは？

滋賀県立短期大学開学（工業科、学芸科）
滋賀県立農業短期大学開学（農業科）
滋賀県立短期大学組織改編（工業部、農業部、家政部）
滋賀県立農業短期大学廃止
看護部設置
滋賀県立大学基本構想策定
滋賀県立大学開学
滋賀県立短期大学工業・農業・家政部各科の閉科

昭和25年（1950年） 4月

昭和31年（1956年） 4月
昭和33年（1958年） 3月
昭和46年（1971年） 4月
平成  4年（1992年） 9月
平成  7年（1995年） 4月
平成  8年（1996年） 3月

滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）開学
大学院修士課程開設
（環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）
大学院博士課程開設
（環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）
人間看護学部開設
滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）閉学
公立大学法人滋賀県立大学設立

平成  8年（1996年） 4月
平成11年（1999年） 4月

平成13年（2001年） 4月

平成15年（2003年） 4月
平成17年（2005年） 3月
平成18年（2006年） 4月

大学院人間看護学研究科修士課程開設
工学部に電子システム工学科を設置
環境科学部、人間文化学部の学科を再編
大学院工学研究科博士後期課程を再編
先端工学専攻開設
人間文化学部に国際コミュニケーション学科を設置
大学院工学研究科に電子システム工学専攻
（博士前期課程）を設置

平成19年（2007年） 4月
平成20年（2008年） 4月

平成21年（2009年） 4月

平成24年（2012年） 4月

滋賀県立大学沿革

本学は1995年に開学して以来、「キャンパスは琵琶湖。テキストは人
間。」をモットーに教育、研究、地域活動を続けてきました。学生たちは自然
や歴史、文化など、多様な学びを提供してくれる琵琶湖を中心としたフィー
ルドで、友人や教員、地域の人と関わり、学びを深めます。高い専門性と
実践力を養い、持続可能な社会の担い手の育成を目指していきます。

滋賀県立大学のモットー

看護のあり方
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世界に目を向ける

同志たち

人間関係の
発達を

科学する

居住・対話が
学びのはじまり

人間とコンピュータ
の協働で
知的活動を
支援

表現の技術を磨き、
思いを共有する
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